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ブロック大会・春季大会運営に対する取り扱い事項 

 

 

 新型コロナウィルス感染症が高止まりしており、特に小学生の感染が数多く報告されている状

況下であります。つきましては、国のマニュアルや金沢市のガイドライン等に基づき、安心・安

全に大会を行えるよう以下の内容により大会運営となりますので、ご理解とご協力方よろしくお

願いします。 

 

（1）健康管理・行動管理表について 

1）4 月１日以降、当該チームの大会終了後７日後において、別紙の「健康管理・行動管理 

表」を選手及びチーム関係者全員作成していただきます。 

2）チーム関係者とは、上記 1）の期間内に大会へ参加する選手と行動を共にする全ての方 

が対象となります。なお、ご家族や練習も含めて携わった全ての方が対象となります。 

  3）試合当日には、トス時に各チームで作成した「体調管理シート」及び「健康管理・行動 

管理表」を大会本部に提出して頂き内容の確認を行いますので、必ず持参してください。 

 

（2）大会参加可否について 

1）チーム内（選手及びチーム関係者）で感染者が確認された場合 

    別紙に示す、「ブロック大会及び春季大会参加可否確認シート」（以下、確認シート） 

を用いて状況を確認してください。確認シートの判定結果を基にチームと連盟にて協議 

を行い、当該チームの大会参加可否を決定致します。 

    但し、感染者の大会復帰時期については、保健所等の指示を踏まえて判断致します。 

2）学校の休校、学年閉鎖、学級閉鎖に伴う取り扱い 

 ①学校閉鎖期間：該当する小学校の選手は、出場を辞退して頂きます。 

チーム内の選手が複数の小学校に在籍している場合、該当する小学校に在籍し

ている選手を除いた選手数が 9 名以上の場合は、大会に参加できる。 

  ②学 年 閉 鎖：該当する小学校の当該学年の選手は出場を辞退して頂きます。 

  但し、該当する選手を除いた選手数が 9 名以上の場合は大会に参加できる。 

  ③学 級 閉 鎖：該当小学校の当該学級の選手は出場を辞退して頂きます。 

但し、該当する選手を除いた選手数が 9 名以上の場合は大会に参加できる。 

   3）上記 2）により、選手が 9 名確保できたとしても、低学年主体のチームとなる場合な 

ど、大会に参加することが困難となった場合は不参加や棄権を選択することができる。 



   4）なお、上記 2）及び 3）項の選手数 9 名以上での大会参加は新型コロナ渦における例外 

措置とする。 

 

（3）大会日程等について 

 1）ブロック大会 

  抽選会 ３月２１日（月・祝） 

  日 程 ４月９日（土）・１０日（日）・１６日（土）・１７日（日） 

予備日２３日（土）・２４日（日） 

  ※原則として、シードを確実に決めたうえで春季大会の抽選会を行う予定です。 

  

 2）春季大会 

  抽選会 ４月２４日（日） 

日 程 ４月２９日（金・祝）・３０日（土）・５月１日（日）・３日（火・祝） 

    ４日（水・祝）・５日（木・祝）・７日（土）・８日（日） 

 3）その他 

①何れの大会も、金沢市内の小学校における感染状況の推移を見定めた上、開催可否等の判 

断を致します。 

  ②そのうえで日程が詰まっていく状況となった場合は、会場を増やしての開催やダブルヘッ 

ダーも視野に入れて試合を進めていきますので、グラウンド提供も含めチーム各位のご理 

解とご協力をお願いします。 

 

（4）ベンチに入れる人数 

大会は感染拡大防止に努めることに伴い、ベンチ入りできる人数は最大、選手２０名程度と 

し、大人はユニフォーム着用３名、責任者１名、スコアラー１名、救護及び消毒係として各 

１名の合計最大７名とします。 

但し、監督以外の方は、ベンチ内で大きな声を出さないように心がけてください。 

 

（5）大会本部の運営人数について 

本部の人数は、各チーム運営理事又は運営委員。チーム審判各チーム２名。（春季は３回戦 

まで）お手伝い１名。アナウンス１名で行います。なお、アナウンスを行うことについて不 

安な面もあるかとは思いますが、練習試合時等を活用して練習の上、大会に臨んで下さい。 

 

（6）応援について 

試合会場へ来る人数（送迎者数）は必要最小限とし、他の応援者は来場を控え頂けるようチ 

ームから指導をお願いします。また、今季より当連盟では、県下№１【青少年健全育成】を 

めざして！をスローガンに、マナーアップ運動を進めております。通達文を熟読の上、連盟 

に係る方全ての関係者でスローガン達成の為、ご協力をお願いします。 

以 上 


